
研究授業を担当する若手教師が直面する困難とその克服過程に関する

活動理論的考察

加登本　　仁1

要約

　研究授業は,教 師の授業力量形成の重要な契機 であるにもかかわ らず,近 年その意義が十分 に果た

せていないことが指摘 され ている。本研究では,教 職5年 目の若手教師が小学校体育科 の研究授業 を

担 当した際に,ど のよ うな困難 に直面 し,そ れを どのよ うに克服 していったのかについて,授 業者へ

のインタビューか ら得 られた情報を,エ ンゲス トロームの 「活動 システム」モデルを用いて解釈 した。

水泳の研究授業を担 当 したX教 諭 は当初,指 導計画を立案す る際に,「研 究授業の慣例」や 「学校行

事か らの要請」に支配 され,「 伝統的な指導法」 を用いた授 業を計画 した。 しか し泳力 の伸び悩む児

童を前 に葛藤 を抱 えるこ ととなる。 その後,X教 諭は,「 研究者 との協働 」によ り,多 様な指導法に

関する知識 の学習や児童のつ まずきの科学的分析 を通 して,目 標 を問い直 し,「脱力 し呼吸を確保 し

なが ら続 けて長 く泳 ぐこと」 を意図 とした授業へ と指導計画 を再構成 していった。

キー ワー ド:若 手教師,研 究授業,研 究者 と実践者の協働,活 動 システム

1.問 題の所在 と研究の 目的

　赤松(1998)に よれ ば,研 究授業 とは授業 を研究するために,研 究的意図を込めて行われる授業の

ことをい う。また,研 究授業には教員の研修の意味 もあ り,研 究 目的に基づいて,意 図的,計 画的,

組織的に行 われる 「研究のための授業」が研究授業である。複数の人々の考えによって構成 された授

業を授業参観者全体の前に提供 し,さ らにそれをめぐって話 し合 うことによって,授 業改善やその背

後 にある教育理論について考えてい くことができるところに研究授業のね らいがある。

　 また,大 辞林(2006)で は,研 究授業は,「 教師たちの相互研修のために公 開実施 され る授 業。教

授法の質を高め,そ の改善 と効率化 を図るために行 われる」 とされる。

　 このよ うに,本 来,教 師の授業力量向上や授業の改善 を目的 として実施 されている研究授業である

が,近 年,必 ず しもその意義を十分に果たせていない現状が報告 されている。

　わが国の体育科教育における主要な啓蒙誌の一つである 「体育科教育」誌2013年6月 号において,

「若手体育教師の成長 を支 える」 とい う特集 が組 まれ た。同年8月 号で も,「体育に無 関心な教師の

意識 を変えるための誌上シンポジウム」 と題する特集 が組 まれてお り,近 年,大 都市圏 を中心 として

教員の大量採用期を迎 えるなか,若 手教師の力量形成への関心はますます高まっている といえる。
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　 「体育科教育」誌2013年6月 号では,木 原成一郎氏(広 島大学大学院教授)と 石井崇史氏(渋 谷区

立小学校教諭)に よる誌上対談が行われているが,そ の タイ トル に筆者は 目を疑 った。そのタイ トル

は 「若手教師の成長 を妨げる研 究授業(傍 点 一 筆者)」 とい うものであ り,誌 面では,「研究授業を

回避す る教師たち」,「徒労に終わる授業(案)づ くり」 といった現場 の教師による悲痛な叫びが吐露

されている。 「私 は去年やったか ら…」 と研究授業を回避す る教師,研 究授業が終わるやいなや,「 こ

れで当分や らなくていいね」 と授業者を労 う教師。 こうした声か らは,逆 上が りができるようになっ

た子 どもが 「これでも う鉄棒の練習 をしなくていい」 と言 うことと通底す る虚 しさを感 じざるを得な

い。筆者 らが行 った調査(加 登本 ・辻,2013)で は,「 体育授業 を得意 とす る小学校教師」 にとって,

特 に初任期 ・中堅期 における 「学校 内外での研究授業の実施」が体育授業力量 を形成す る契機の上位

に挙げ られ ていた。本来,教 師の授業力量向上や授業の改善を 目的 として行われるはず の研究授業が

回避 された り徒労に終わった りすれば,教 師は重要な力量形成の機会 を失 うことになる。

　 こ うした研究授業 に対す る消極的な風土の存在 は,本 稿で と り上 げるX教 諭の勤務校 においても

例外ではなかった。本研究 は,2013年7月4日 にA市 小学校教育研 究会体育部会の研 究授業を担 当

したX教 諭(29歳,教 職5年 目)へ の聞 き取 りをもとに,X教 諭が研究授業を計画 し実施す る上で,

どのよ うな困難に直面 し,そ れ らをどう克服 していったのかについて,エ ンゲス トローム(1999)の

「活動システム」の枠組 みを用いて考察す ることを 目的 とす る。エ ンゲス トロームの 「活動システム」

理論 は,「 人間の集 団的活動が生成 され構築 され るプ ロセスに対 して,そ のプロセスに関与す る本質

的な諸要素をモデル にもとついて捉 え,そ れ らのあいだの諸関係 を分析できる」 ものである(山 住,

2009)。 すなわち,X教 諭が研究授 業 とい う集団的活動に取 り組む際に直面す る困難 について,後 述

す る 「活動システム」の理論 は,彼 の抱 える矛盾や葛藤の本質を,諸 要素の相互関係 のなかに見出す

ことを可能に し,同 時にその克服過程 を 「活動システム」の再構築過程 として解釈す ることができる

と考えたのである。

2.研 究 の 方 法

2.1対 象

　本研 究で対象 としたX教 諭 は,29歳 の男性教師であ り,大 学院修士課程 を修 了後,A市 の小学校

教諭 として採用 され,教 職5年 目を迎える若手教師である。現在 は初任校で勤続5年 目を迎え,4年

生の担任 を務 める。筆者 とX教 諭は,B大 学教育学部の同期生であ り,現 在 まで継続的な交流が続

いていることか ら,十 分 な信頼関係があると考えられ る。

　X教 諭はA市 小学校教育研究会体育部会に所属 してお り,2013年7月 の水泳の研究授業を担当 した。

本研 究では,X教 諭が研究授業の計画を構想 し始めた ときか ら,研 究授業実施後 までの期間を対象 と

した。

2.2　 資料 の収 集

　 筆者 は,研 究 授業 実施 前 の2013年5月18日,お よび研 究授 業 実施後 の8月16日 と8月25日 の計3回,

X教 諭 に対 して,質 問 項 目を あ らか じめ設 定 しな い 「非 構 造 化 イ ン タ ビュー 」(メ リアム,2004)を

実施 した。 イ ン タ ビュー は1回 あた りお よそ3時 間程 度,計9時 間程 度 実施 した。 加 えて,5月18
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日か ら8月25日 ま での期 間,X教 諭 と電子 メール の送 受信 を42回,電 話 を6回,　 Skypeに よる ビデ

オ通 話 を2回 行 った。筆 者 は これ らの聞 き取 りを も とに フィール ド ・ノー トを作成 した。 ま た,X教

諭 が研 究授 業 に向 けて作 成 した 学習 指導 案や 学習 カー ドを収 集 した。

2.3　 資料 の 分析 手続 き

　 筆者 が聞 き取 りを行 いな が ら作成 した フ ィー ル ド ・ノー トにつ い て,X教 諭 と面会 した際 に,内 容

に飛躍 や誤 認 が ない か ど うか を 「メンバー ・チ ェ ック」(メ リア ム,2004)に よって確 認 した。

　 そ して,フ ィー ル ド ・ノー トに書 かれ た 内容 を も とに,研 究授 業 の計 画 を構想 し始 めた 時期 の 「活

動 システ ム」 と,研 究授 業 実施 時 にお け る 「活 動 システ ム」 につ い て解釈 し記述 を行 った。 記述 した

「活 動 システ ム」 につ いて,そ の妥 当性 を検 証 す るた め に,X教 諭 に よ る 「メンバ ー ・チ ェ ック」(メ

リア ム,2004)を 実施 した。

2.4　 解釈の理論的枠組み

　本研究で用い るエ ンゲス トロー ムの 「活動システム」の枠組みは,図1の よ うな ものである。

道具

主体 対象　→　結果

ルール 共同体 分業

図1活 動 シス テム(エ ンゲス トローム,1999,p.79を 一部 改 変)

　 エ ンゲ ス トロー ム(1999)に よれ ば,「 主 体 」 とは,分 析 者 が分 析 の観 点 と して選 ん だ個 人 ま た は

サ ブ グル ー プ の こ とで あ る。 「対 象 」 とは,活 動 が 向 け られ る実際 の素 材や 問題 空 間 を さ し,そ れ は,

物質 的 一記 号的,外 的 一内 的 な さま ざま な 「道 具」 に媒 介 され て,「 結果 」 へ と変換,形 成 され る。 「共

同体 」 は,同 一 の一般 的対 象 を共 有 して い る多様 な個人 や サ ブ グル ー プ を含 む。 「分 業 」 は,共 同体

の メ ンバ ー でな され る課題 の水平 的分 割や,権 力 や 地位 の垂 直的 分割 の こ とで あ る。 最後 に,「ル ール 」

は,活 動 システ ム の中 の行 為 や相 互 作用 を抑 制す る明示 的 お よび暗 黙 的な 規則,慣 例,慣 習 を意 味 す

る もの であ る。

　 こ こで注 目すべ きは,活 動 システ ム の各要 素 は,互 いに他 と分 離 しては存 在 しえず,他 との 関係 に

おい て初 めて そ の位 置 を得 る とい うこ とであ る。エ ンゲス トロー ムは,「活動 システ ム」を 「主 体」「道 具 」

「対象 」 「ル ール 」 「共 同体 」 「分 業」 とい う各 構成 要 素 の相互 関係 と して定式 化 した上 で,「 これ らは

絶 えず 再構 成 され てい く」(Engestrom,1993)と 述 べ る。 つ ま り,エ ンゲ ス トロー ム の 「活 動 シ ステ ム」

モ デル の特徴 は,特 定 の 場 面 につ い て理解 す るだ け に と どま らず,「 古 い活 動 シス テ ムの記 述 と内的

矛 盾 の分 析 」,そ して 「新 しい活 動 システ ム のデ ザ イ ン と適 用 」 とい った 手続 きが用 い られ る点 に あ

る(松 下,2003)。

　本 研 究で は,上 記 の理論 的 枠組 み を用 いて,X教 諭 とい う 「主体 」が,研 究授業 とい う 「対 象」 に,
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どの よ うな 「道 具 」 を用 い,ど の よ うな 「ル ール 」,「共 同体 」,「分 業」 の も とで取 り組 ん でい った の

か,ま た その過 程 で どこに矛 盾 や葛 藤 を感 じ,ど の よ うに 「活動 システ ム 」 を再構 築す る こ とでそれ

らを克 服 して い ったの か につい て考 察す るこ と とす る。

3.結 果 と考 察

3.1　 「研究授業の慣例」への疑問

　X教 諭は,2013年 度の市教研の研究授業を担 当す ることが決 まる と,2013年5月 に,そ の ことを

筆者 に伝 え,授 業づ くりについて前向きに相談 を持 ちかけた。公 開す る授業は4年 生の水泳 である。

小学校学習指導要領解説体育編(2008)で は,第3・4学 年 の水泳学習 は 「浮 く ・泳 ぐ運動」 とされ,

「いろいろな浮き方や け伸び をす ること」,「補助具を使ってのキックやス トロー ク,呼 吸 をしなが ら

の初歩的な泳 ぎをす ること」 といった 目標 が示 されてい る。第5・6学 年では,「 平泳 ぎ」 と 「クロー

ル」で 「続けて長 く泳 ぐこと」が 目標であ り,そ の距離 は25m～50mが 目安 とされる。

　X教 諭は次の ように語る。 「学校では 『泳力』イ コール距離。 とにか くどれだけ泳げたか(進 めたか)

が要求 され るので,距 離 をかせ ぎやすいクロール の指導が中心になる。過去の研究授業でもほとん ど

が泳力別 で どん どんクロール を泳がせ る授 業が多い」。それ ゆえX教 諭 も,「確 実にクロール を習得

させ られ る指導法が知 りたい」 といい,ス イ ミングスクール に見学 に行 った りも していた。また,X

教諭は 日頃から,大 学院で学んだ 「協同学習」(杉 江,2011)を とり入れ た学習指導 を実施 してお り,

「水泳 も協同学習でや りたい」 と意欲 をみせていた。

　 また同時に,筆 者 とともに水泳指導に関す る文献 を読み合 った。購読 した文献は,イ ンス トラクター

の教本に も使用 され る 『幼児 と学童 のた めの水泳指導理論』(目 黒,2010)と,ト ップスイマー の泳

法を科学的に分析 した 『泳 ぐことの科学』(吉 村 ・小菅,2008),そ して学校体育における水泳指導 を

追究 してきた 『水泳の授業』(学 校体育研究 同志会,2012)の3冊 である。文献購読 や筆者 との対話

を通 して,「 泳力別 に どん どんクロールを泳がせ る」授業ではな く,「異質 グループで動きを確かめ合

いなが ら,脱 力 して呼吸を確保 しなが ら続 けて長 く泳 ぐこと」を目指す授業を構想 し始めた。それ を

実現す るためには,泳 げた距離ばか りを 目指 し,が む しゃ らに泳いで しまいがちなクロール ではなく,

補助具(ビ ー ト板)を 使って脱力 し,呼 吸を確保 しなが らかえる足で進むことに重点 を置 こ うと考え

た。授業の構想が固まると,「一度研究部の先生に相談 してみ る」 と,授業計画を学校 に持 ち帰った。

　 そ こでX教 諭を待ち構 えていたのは,「研究授業(の 指導案)は 過去の もの を踏襲すればよいので

は」とい う同僚の発言であった。つま り,「指導が難 しそ うなかえる足はや めた方がいいのではないか。

研究授業は慣例 を倣 うためにある研修なのだか ら,従来通 りのクロールでいいのではないか」 として,

伝統的 に行われてきたクロールの授業をす るよ う進言 されたのである。 こうして,自 ら意欲的に教材

や指導方法について学習 を行 っていた若手教師Xは,「 研究授業の慣例」 とい う壁の前に立ちす くん

で しま う。

3.2　 「同僚教師」「学校行事」か らの要請 と 「児童の実態」との葛藤

　X教 諭 に対 して,「 なぜ研究授業がそのよ うな扱いになるのか」を尋ねた ところ,「無難」に済 ませ

ようとす る学校や研究部の風土があるとい う。研 究授業 は若手の成長の機会 とい うよりも,や らなけ
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れ ばいけないか らやっている,た だ忙 しくなるだけのできれ ば避 けたい行事 である とい う消極的な姿

勢がX教 諭 の勤務校 に も存在 している とい う。過去 の研究授業 では,担 当教師の負担 を軽減す るた

めに,指 導案作成は他の教師が行い,当 日の授業だけを担当 させ るよ うな方法 もとられていた ようだ。

　 こうした 「無難」に済ませ よ うとする風土に加 えて,水 泳指導には様 々な要因が授業を制限 している。

1つ には,時 間割上の都合や,監 視役 の教員を配置す る必要か ら,複 数の学級や学年合同で水泳が実

施 されることである。X教 諭は4ク ラス120名 の児童 に指導 をす るため,安 全の確保 はもちろんであ

るが,「 いかに効率 よく泳がせ るか(1人 当た りの活動量 を確保できるか)」 とい うマネジメン ト面で

の困難 も指摘す る。2つ 目は,夏休み に待 ち構 えている 「水泳記録会」や 「水泳教室」の存在だ とい う。

い くら体育の授業で 「浮 く ・泳 ぐ運動」 として 「初歩的な泳ぎ」 を大切に指導 しても,授 業が終わる

とクロール で何 メー トル泳 げるかとい う 「学校行事」が待 っている。それ によ り,同 僚の教師たちも

クロールで進む距離 を 目標 にす る授業をせ ざるを得ないのだ とい う。

　X教 諭 はその よ うな状況 のなかでも,「過去 の指導案」を踏襲す ることが水泳指導の最善の方法で

あるとは考えなかった。 なぜ な ら,X教 諭 自身 もこれ までに 「泳力別 にどん どん クロール を泳がせ る」

とい う授業スタイルを行って きたものの,そ の指導で本当に子 どもたちを泳げるよ うに して きたのだ

ろ うか,と い う自責の念 を持っていたか らである。実際に,4年 生の授業開始時の泳力調査(泳 ぎ方

自由,足 を着 くまでの距離)で は,ll5名 の児童 の うち61名 が10メ ー トル未満であ り,アンケー トで「水

泳の授業が大好 き」も しくは 「好き」 と答 えた児童は115名 の うち46名 とい う実態であった。

　以上の ことか ら,研 究授業 を構想 し始 めた時期 のX教 諭 の困難 と して,次 の点 が挙げ られ る。そ

れ らは,若 手教師は過去の学習指導案 を踏襲すれば よい といった 「研究授業の慣例」 と,そ れ を推奨

す る 「同僚教師」,夏 休みの水泳教室 といった 「学校行事」でクロールが要求 され ることと,「泳力別

に どん どんクロール を泳 がせ る」とい う指導か ら泳力が十分身 についていない 「児童 の実態」である。

　 これ らの困難 を 「活動 システム」 として解釈す る と,以 下の図2の よ うになるであろ う。

道具:泳 力別にどんどんクロールを泳がせる指導法

　　　　　 過去の学習指導案

主体:X教 諭 対象:水 泳の研究授業 →　結果:半 数以上の児童が

　　水泳が苦手で10メ ー トル

　　泳げない とい う児童の実態

　　　 ルール:　 　　　 共同体:　 　　　 分業:

過去の学習指導案を踏襲　　　　　　同僚教師　　　　　　　豊富な経験を持つ先輩教師

すればよいという研究授業の慣例　　苦手意識を持つ児童　　と未熟な若手教師

クロールが要求される水泳教室　　　泳力の低い児童

　　　　　　　　　図2　 研究授業の構想段階における 「活動システム」

　「主体」であるX教 諭 は,「対象」である 「水泳の研究授業」に取 り組む際に,「過去の学習指導案」

や 「泳力別に どん どんクロールを泳がせ る指導法」 とい った 「道具」を用いることを推奨 された。 そ

の背景には,同 僚教師 との問で,水 泳教室ではクロールを させ るか ら授業でもクロール を指導 した方

が よい とい う 「ルール」や,若 手教師は過去の学習指導案を踏襲すれ ばよい とい う 「ルール」が存在
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してい ると考えられ る。そ こでは,集 団的に研 究授業に取 り組む うえで,若 手教師は未熟であ り,先

輩教師の経験に基づ く意見を尊重すべきとい う 「分業」も垣間見 える。 しか し,そ の現状は といえば,

半数以上の児童が水泳 に対 して苦手意識を持ち,10メ ー トル未満の泳力であるとい う「結果」であった。

　図2に 示 した 「活動 システム」 には,ま ず,「 ルール」や 「分業」に起因す る 「道具」の矛盾が考

えられる。すなわち,X教 諭が考 えていたよ うに,水 泳教室ではクロール を行 うとしても,自 分が未

熟な若手教師であった としても,こ のよ うな児童たちの実態 を目の前に して,従 来通 りの指導法で よ

いのか,と い う矛盾 である。

3.3　 「研究者 との協働」 と 「児童の実態分析」による目標の問い直 し

　その矛盾に対 して,親 しい研 究者 とともに文献 を読み,水 泳指導に関する様々な知識 を学習 してき

たX教 諭であったが,従 来の研 究授業における 「活動 システム」はなかなか根 の深 いものであった。

　 その後,X教 諭は,こ うした 「活動 システム」 を打開すべ く,自 前で児童の実態調査 を行 った。そ

の調査 とは,「 続けて長 く泳 ぐには,ど うすれ ばよいか,自 分の考 えを書いて くだ さい」 とい う指示

文によ り,児 童に泳 ぎ方についての認識 を記述 させ るものであった。その実態調査 を,X教 諭 は以下

のよ うに分析 した。以下は2013年6月23日 に筆者 に送 られた電子 メールである。

主 に学習 カー ドがかわ りま した。

画用紙 に印刷 して,本 み たいに します。

それか ら,水 泳 日記 とい うこ とで,そ の 日の宿題 と して,ノ ー トみた いに貼 ってい く形 式に しま した。

あと,ビ ー ト板 の図は,ラ ミネ ー トして,ビ ー ト板に ゴムで くっつ けます。

それか ら,実 態調査 の記述 を起 こ してみま した。

か える足 の記述 だけ見 る と,経 験者 と未経験者 では　平泳 ぎの コツの とらえ方 が違 っている様 子です。

経験者→足や脱力に関する記述が多い。

10m未 満 の児童→手 に関す る記 述,思 い切 りキ ックす る とい う感 じで,10m未 満 の児童は ,脱 力 ができてい

ないとい う事実がありそ うな感 じです。

未経験者 は,手 と力い っぱいのキ ックに意識 が行 くことで,脱 力 できず,沈 んで い くよ うな泳 ぎになって ,進 ま

ない。

　おそらく　 バタ足指導が先に来ることで,「力いっぱい」 とい う意識が強 くな り　進まないか ら　手の推進力が

大事だ と思 ってい るので はないか な と。

バ タ足指導が,脱 力 を促 してい ないか ら,こ の実践 の提 案性 は,こ の辺にあ るのかな。

　 自由記述 を見て,エ クセル上で,フ ィル タをか けて,簡 易的に グルー ピング してみた ら,な かなかお も しろい結

果 で した。 よか った ら,み てみて くだ さい。

　個人名のところだけ取扱いに気をつけてね。では。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (下線部一筆者)

　上記の ように,X教 諭 は,児 童 に泳ぎ方についての認識を記述 させ る実態調査を文字 におこ し,経

験者 と未経験者 とにグルー ピングす る ことで,「10メ ー トル未満 の児童」が力任せ に泳 こうとして

いる傾向を読み取っている。 こ うした作業 を経 てX教 諭 は,従 来のバ タ足指導の問題点 を再認識 し,

目標 を問い直す ことに成功 した。
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　その後,こ うした児童のっまずきを根拠 として,授 業の 目標 を,「 脱力 して,姿 勢 を保 って続 けて

長 く泳 ぐこと」 と設定 した。X教 諭 は,作 成 した学習指導案の 「研究の視点」の箇所に,次 のよ うに

記述 している。

　児童が,「 泳ぎ」を習得する際につまずくのは,「呼吸」の確保である。水中で呼吸をコン トロール しながら,身

体を水に慣れさせる。呼吸法ができるようになることで,い つでも水中か ら息をできるようになるとい う安心感が

生まれ,身 体がリラックスして,浮 くことができ,姿 勢(ふ し浮き)を 制御することができると考える。

　次の段階として,平 泳ぎのキックの技術を学習する。平泳ぎのキックを呼吸法の次に位置づけることで,正 面向

きの呼吸を行い,平 泳ぎのキックと呼吸の動作を合わせ,浮 いた状態を保持 した水平姿勢で,肩 の呼吸をより容易

に行えるようにする。

　平泳ぎのキックは,未 経験の動きである。陸上では,水 中であお り足にならないように跳び箱を用いて感覚をっ

かんだり,足 を開いて中腰姿勢で足首を返す感覚を意識 しやす くしたりする。中学年の 「補助具(ビ ー ト板やヘル

パー)を 用いた初歩的な泳ぎ」では,補 助具で腕をかくことを意識 しないでよい分,キ ックの習得に集中できると

考える。

　 ここに,科 学的な手法に よる児童 の実態分析 と,『水泳の授業』等の文献か ら得 た指導法 に関す る

知識 とが合わ さった明確な指導の意図をみ ることがで きる。また,こ の よ うにX教 諭が熱心に授業

をつ くる姿に,同 僚教師 も次第 に理解 を示す ようになった とい う。最終的には,X教 諭 と同 じ体育部

会 に所属す る教務主任 の先輩教師か ら,「 クロールの方がいいとい う意見 もあるけ ど,研 究授業なん

だか ら,X先 生のや りたい ようにやってみた らいいん じゃないか」 とい う後押 しがあ り,研 究授業に

向けた学習指導案の構想 を固めることができたとい う。その後,当 初はかえる足の指導 に反対 してい

た学年部の同僚教師か らも,学 習カー ドの工夫な ど様 々なア ドバイスをもらえた とい う。

　以上の ことか ら,X教 諭 が研究授業を構想 し始めた時期に抱えた困難の克服過程 として,次 の点が

挙げ られる。それ らは,「実践者 と研究者 の協働」や,文 献購読 を通 した 「様 々な指導法に関す る知識」

の学習,科 学的な手法による児童の 「実態調査」に基づいた 目標設定,そ して 「支援的な同僚」である。

　 こ うして困難 に立ち向かったX教 諭 の取 り組み を 「活動 システム」 と して解釈す ると,図3の よ

うになるであろ う。

道具:様 々な指導法に関す る知識(文 献)

　　　泳 ぎ方 に関す る児童 の認識(実 態調査の記述)

主体:X教 諭 対象:水 泳の研究授業 →　結果:児 童の実態に

　　　　　合った授業

　　ル ール:

児童の実態から

　 目標 を設定す る

呼吸 と脱力が重要

図3

共同体:　 　 　　 分業:

　同僚教師　　　　　　実践者と研究者の協働

　児童　　　　　　　　支援的な同僚

　親 しい研究者

研究授業実施時における 「活動 システム」
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　 「主体」であるX教 諭 が,「 水泳 の研究授業」 とい う 「対象」に取 り組 む とい う活動であるこ とは

図2に 示 した研究授業の構想段階の 「活動 システム」 と同様である。 しか し,X教 諭は前述 した困難

に立ち向か う際,「 共同体」に 「親 しい研 究者」を参入 させ た。 その ことは,研 究者 との協働によ り,

文献購読を通 した 「様々な指導法に関す る知識」を動員 して研究授業に臨む ことを可能に した。 さら

にX教 諭 が実施 した児童の 「実態調査」 とその分析 によ り 「呼吸 と脱力が重要」である とする新た

な 「ルール」が構築 された。 さらに,こ うした 「道具」や 「ルール」の刷新は,教 務主任 をは じめ と

した 「支援的 な同僚」の理解 と協力(分 業)に より実を結ぶ ことができた。その 「結果」,児 童 の実

態 と学習 した指導法に関す る知識の接点において 「児童 の実態 に合 った授業」 を構想することができ

たと考 えられる。

　 ここで強調 したい点は,実 践者 と研究者の対等な協働 である。X教 諭 は研究授業の終了後,研 究者

と協働 した意義 について,「 従来の指導法 を批判的に検討する視点をも らえた」,「いろいろな文献 を

紹介 して もらって,効 率 よく情報収集ができた」,「目標 を問い直すことができた」 といった感想を述

べている。そ こには,「 言われた通 りにやった らうま くいった」 とい うような,「 教える一教えられ る」

関係 ではな く,と もに自律 した存在 としての連携がある。X教 諭は児童の記述 をテクス トデー タ化 し,

経験別 グループに分け記述 を分類 し,児 童のつまずきの傾 向の相違 を読み取 るとい う研 究的手法を 自

前で実行 していた。X教 諭がそ うした行動を とれた背景に,大 学院で研 究的手法を学んでいたことや,

その手法 を活用 し,適 切な子 どもの実態把握か ら授業 をつ くろうと考 えた彼 自身の授業観があったた

め,X教 諭 は 自律 的に行動 できた と思われ る。研究者 もまた,特 定の指導法を奨励す るのではな く,

い くつかの文献を紹介 しなが ら実践者 とともに様々な指導法に関する知識 を共有 し,対 話 を通 して児

童 の実態に合 う適切な指導法を選択す るよ う支援的な協働 を行っていた。

3.4　 ま とめ

　 これまでに,若 手教師であるX教 諭 が,研 究授業の計画 を構想 し始 めた ときか ら,研 究授業実施

後までの期間,ど の ような困難 に直面 し,そ れ らをどの ように克服 していったのかについて,エ ンゲ

ス トロームの 「活動システム」の枠組みを用いて事例的に考察 してきた。

　研究授業を構想 し始 めた当初,若 手教師 は過去の学習指導案 を模倣すれ ばよい といった 「研究授業

の慣例」 と,そ れを推奨す る 「同僚教師」,夏休みの 「水泳教室」で クロールが要求 され ることと,「泳

力別に どん どんクロールを泳がせ る」 とい う指導か ら泳力が十分身についていない 「児童の実態」 と

い う様 々な困難 に直面 していた。その後,「 実践者 と研究者の協働 」や,文 献購 読を通 した 「様 々な

指導法に関す る知識」の学習,ま た科学的な手法による児童の 「実態調査」に基づいた 目標設定や,「支

援的な同僚」 といった構成要素の変容 に支 えられて,X教 諭は 「児童の実態に合った授業」を計画す

る 「結果」を生みだす ことができた と考えられた。

4.今 後 の 課 題

　本研究では,研 究授業 を担 当 した若手教師のX教 諭が,研 究授業 を計画 し実施す る上で どのよ う

な困難に直面 し,そ れ らをど う克服 していったのかについて,エ ンゲス トロームの 「活動システム」

の枠組み を用いて考察 した。 しか し,本 研究で対象 としたのは,研 究授業の構想段階にお ける取 り組
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みのみであ り,実 際の授業の様子や児童の学習成果については検証す ることができていない。

　 また,本 研究では,授 業者 であるX教 諭 を 「主体」 として,授 業者1名 への聞き取 りをもとに研

究授業への取 り組み を解釈 したが,本 来,研 究授業は,授 業者 を中心 としつつ も同僚の教師集団で取

り組む集団的活動である。今後,授 業者のみな らず,他 の同僚教師か らも聞き取 りを行 い,同 僚教師

への影響 も含めて研究授業 の取 り組み全体 を考察 していきたい。
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